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本  日  の  例  会 

2004年  8 月 31 日（第408 回） 
 ソ    ン   グ：  花  火 

 プログラム ：  卓  話     植山忠郁 君  

 世界遺産登録された 「紀伊山地の霊場と参詣道」 

次  回  例  会 

2004年  9月 7日（第409回） 

  ソ    ン   グ：  君 が 代 

                     Ｒ-Ｏ-Ｔ-Ａ-Ｒ-Ｙ 

  プログラム ：  卓話     大里幸弘 君                 

★点  鐘                                   会        長        曽和   寛 君 

★ソング                                ソングリーダー     粉生隆行 君 

                           「我は海の子」 

★ロータリーの綱領と四つのテスト唱和           豊澤  浩  君 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ゲストの紹介                           会      長        曽和   寛 君 

      2640地区 青少年ライラ委員長      阪井祥博 君 

★ビジター紹介                          会      長        曽和  寛  君 

                      橋本ＲＣ  安川 忠治 君     

 

 

 

 

           

★奥様お誕生日 

  おめでとうございます！  

 

           妙中清剛 君 

 

 

★会長の時間                            会      長       曽和   寛 君 

   お盆休みも終わり、久しぶりに元気なお顔を見せていただ

き、安心をいたしました。先般のＲ・Ｃ・ファミリー委員会には会

員・家族あわせて約１８名の参加を得ました。準備からかたづ

けまで、また物心両面にわたる御協力ありがとうございました。

花火もよく見え、楽しい時間を持つことができました。 

  １０８年ぶりに生誕の地に戻る第２８回夏季オリンピックアテネ

大会は、8月13日夜（日本時間14日未明）から開会式を行い、

 8月24日 第407回例会報告 

いよいよ幕が開けました。開催決定から７年。施設建設の遅れ

とテロへの不安が懸念されてきましたが、りっぱに開催にさ

れ、史上最多の２０２ヵ国・地域が２９日まで２８競技、３０１種目

で熱戦を展開しております。今更ながら、５周年記念事業とし

て青少年に夢と希望を与える「手形陶版」の作成が昨日のよう

によみがえり、光り輝いているように思います。 さて、私たち

の和歌山県は、柿、八朔、梅の生産は日本一。温州蜜柑、伊

予柑が２位、そして桃が４位と、日本有数の果樹王国です。県

の最北端を東西に流れる紀ノ川と平行するように、細長い生

産地の帯が北から南へ段々に並んでいます。完熟蜜柑、柿、

桃、早生蜜柑、甘夏、梅といった順で、それぞれきれいに東

西に延びています。農作物の栽培に、大きく影響を与える要

素に気候があります。和歌山県の年間降水量の分布と、年平

均気温の等温線は、海岸線から山間部に向かって南北の帯

状に増えていきます。いずれも果樹生産地の分布とは、ほぼ

９０度ずれた縦割りになっています。果樹王国繁栄のもう１つ

の要因に、土壌があげられます。たとえば、桃。紀ノ川流域の

桃山町は、桃の名産地で、ここは紀ノ川が造った沖積地で砂

礫を多く含み、第４期完新生（１万年前～現在）という、極めて

新しい地層です。土地には養分がやや少ないが、水はけのよ

い事が桃の栽培に適しているといわれています。一方、やや

上流の九度山町は、柿の産地で有名です。ここには古生代

（３億６千万年前頃）の国内最古といわれている地層が広がっ

ています。これは土地が肥え、保水力が高い粘土質の土壌の

ため柿の生育に向いています。 もともと植物の生育に適し

た、温暖多湿な地の代名詞とされる木の国・紀州。そこに、さ

らに多種の果樹をもたらしたのは、多様な地質と風土でした。 

 曽和 寛 会長     阪井祥博  君 



★幹事報告                                 幹      事        寺本忠行 君 

 ☆例会変更 のお知らせ 

        和歌山南 ＲＣ   和歌山東 ＲＣ   和歌山北 ＲＣ 

 ☆クラブ情報規定会・ロータリー財団委員長会議の案内が 

    それぞれきております。委員長さんよろしくお願いします。 

 

★委員会報告  

 ☆社会奉仕委員会                          委員長     平越孝平 君 

    本日も募金箱をまわします。前回欠席の方よろしくお願いし  

    ます。愛媛・新居浜・新潟の風水害への義援金とします。 

 ☆米山委員会                               委 員長      豊澤 浩 君 

     8月21日（土）クラブ米山記念奨学委員長会議が泉大津で 

     開催され、出席してきました。多い年で約20億円あった寄 

    付が去年度は約15億円しかなく1999年より取り崩していた 

    特別積立金も底をつき来年は奨学生が1000名から800名 

    に、奨学金も１万～2万円減額されます。当地区の割当も 

    新規が28名から21名になります。本年度はガバナーの方 

    針により地区の目標決めませんが奨学制度をご理解頂き、 

    心のこもった寄付をお願いしたいとの事でした。   

★出席報告                                出席委員長      粉生隆行 君 

 

 

 

 

 

 

 

★ニコニコ報告                                  S A A    小林義信 君 

  阪井祥博 君  本日はよろしくお願いします。 

  安川忠治 君  よろしくお願いします。 

  田村章弘 君  寝不足続きでも見たいオリンピック！ 

                      がんばれ！ニッポン！ 

  妙中清剛 君  遅刻しました。Gold Rushを祝って！！ 

  田中和男 君  先週欠席すみません。 

  大里幸弘 君  前回欠席、失礼致しました。 

  野上豐生 君  先週欠席。 

  粉生隆行 君  楽しく明るく！！ 

                           ソングにご協力お願いします。 

  平越孝平 君  娘から良い知らせがありました。 

  隅田能敬 君  写真掲載。 

  川口恭一 君  阪井祥博さん、本日はご苦労さんです。  

                              卓話よろしく。 

  小林義信 君  阪井委員長、お忙しいところご苦労さんです。 

 

★卓話                              阪井 祥博  君 

「ロータリーは青少年に 

                              何をしてあげられるか」 
    本年度の第2640地区青少年ライラ委員会の委員長を勤 

めさせていただきます阪井祥博と申します。よろしくお

願い申し上げます。平素は青少年ライラ活動におきまし

て、多大なるご協力を賜り厚くお礼を申し上げます。 

さて、皆様は第１回ガバナーメッセージをお読みになら

れたでしょうか。ロータリーは「他人に対する思い遣り

を深め、思い遣った事を実行すること」そして思い遣り

深い人を増やして行く「人造り」こそロータリーの仕事

であると提唱されておられます。青少年育成に対して向

けられたメッセージとして、私は強く受け止めており、

地区青少年ライラ委員会の基本的な指針として活動方針

に反映させてまいりたいと考えております。実はこの委

員会をお受けするに当たって、筑波大学学長、教育社会

学の門脇厚司先生の「社会力」の理論について予習して

参りました。社会力とは人と人がつながり、社会を作り

、作った社会を運営してゆく意欲や能力であり、且つ又

、よりよい社会に作り変えていこうとする志向や構えで

あり、それを可能にする構想力や実現能力のことを言い

、そのおお元は他者への強い関心であり、愛着であり、

信頼感であると言っておられます。様々な人達といい関

係を作り、持ちつ持たれつしながら地域つくりやボラン

ティア活動に参加したりする、社会の運営にかかわり合

う事を避けようとする傾向がある。なぜ他人に無関心な

人が増えてきたのか、なぜ他人と繋がることを拒む人が

増えてきたのでしょうか、なぜ、自分だけがよかったら

いいと考えるのでしょうか、ロータリーではいかがでし

ょうか、人離れ現象はないでしょうか、活発に活動され

ておられる現役ロータリアンは奉仕を通じて他者との友

好的な付き合いを積極的に行い、他者を思いやり、より

よい社会つくりに邁進する強い社会力があり、ロータリ

ー活動そのものが、その機能を果たしている組織である

と私は思うのです。 

これからの青少年にすべきことは「人とのつながり」を

キーワードとして出来るだけ多数の人と交流できる環境

や、他者を知ることの出来る機会を与えてあげること、

そして、一緒になって青少年と実体験に関わってあげる

ことではないでしょうか、ロータリーこそ、工夫された

品位ある体験や上質なプログラムを研修させる事が出来

ます。そして、地域社会に信頼される組織として鼓舞し

てゆかねばならないと考えます。その環境が他者への思

い遣りを生み、関心が深まり、信頼感を育て、人の命の

尊さや人の痛みを知ることの出来る「人造り」が機能す

るのではないのではないでしょうか、2640地区のライラ

セミナーにはそのすべての役割を果たせる機能がござい

ます。地域の選考された青少年達に、機会を与えてあげ

てください。お待ち申しております。そして、皆様には

社会力と人とのつながりという視点で今一度事業を見つ

めていただき、本年度の事業運営にあたっていただきた

いと思っております。 
ご協力をお願いいたします。  ありがとうございました。                 

 

 

★終   鐘                                      会      長     曽和  寛  君 

 会員数 出席者数 出席率 

本日の出席 21名 17名 80.95% 

前々回修正 21名 20名 95.23% 


